
     

先
週
あ
た
り
か
ら
、
春
を
感
じ
さ
せ

る
暖
か
い
陽
気
の
日
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
例
年
、
小
学
校
の
卒

業
式
の
日
に
な
る
と
、
冬
の
寒
さ
が
戻

っ
て
き
ま
す
。
不
思
議
な
も
の
で
す
。 

 

い
よ
い
よ
年
度
末
、
別
れ
と
出
会
い

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

泗
水
小
学
校
だ
よ
り
の
発
行
も
、
今

年
度
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
保
護
者
や

地
域
の
皆
様
に
は
、
今
年
度
一
年
間
、

泗
水
小
の
教
育
活
動
に
対
し
て
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。 コ

ロ
ナ
禍
で
の
教
育
活
動
が
続
き
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に
来
校
い
た
だ

い
て
の
取
組
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
大
変
残
念
で
し
た
。
ま
た
、
児

童
の
育
ち
や
指
導
に
つ
い
て
、
ご
心
配

を
お
か
け
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
や

授
業
参
観
、
学
級
懇
談
を
行
う
な
ど
、

新
た
な
取
組
に
も
挑
戦
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
さ
ら
に
有
効
活
用
を
す
る
こ
と

で
、
情
報
発
信
や
家
庭
と
の
連
携
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

泗
水
小
で
は
、
明
日
二
十
三
日
（
水
）

が
卒
業
式
、
二
十
四
日
（
木
）
が
五
年

生
以
下
の
修
了
式
に
な
り
ま
す
。
学
年

末
の
大
切
な
儀
式
で
す
の
で
、
進
級
・

進
学
後
の
次
年
度
の
生
活
に
希
望
を
も

っ
て
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
指
導
に
あ
た

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
の
励

ま
し
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

               

 

春
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動

が
活
発
に
な
り
、
事
件
・
事
故
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
き
ま
り
を
守
っ
て
、
安
全

な
く
ら
し
を
す
る
よ
う
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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～
「
そ
ろ
え
る
」
「
続
け
る
」
チ
ー
ム
泗
水
・ 

オ
ー
ル
泗
水
を
通
し
て
～ 

３月２９日（火）退任式 
※泗水小を去られる先生方と

のお別れの式です。登校を

お願いします。 

○児童登校９：００～９：３０ 

 午前９時以降、９時半まで

に到着するよう登校してく

ださい。 

○退任式１０：００～１０：３０ 

 終了後、下校 

☆校長室から独り言⑨☆ 

「６年生の保護者の皆様、子どもさんのご卒業おめでとうございます！」 

いよいよ、６年生１０２名が明日卒業式を迎えます。保護者の皆様には、小学校 

の卒業ということで、感慨もひとしおのことと思います。６年前、幼い子どもさん

の手を引いて入学式に来られたときのことも思い出されていることでしょう。 

 また、６年間、泗水小の教育活動を支えるために、ＰＴＡ活動等でも大変お世話

になりました。この６年間は、「平成２８年熊本地震」や「新型コロナウイルス感

染症対策」など、厳しい対応を迫られる中での教育活動が続きました。しかし、皆

様のお力添えのおかげで、様々な学校行事等の教育活動を充実させることができま

した。本当にありがとうございました。 

 本年度の卒業生の中にも、泗水中以外の中学校へ進学する児童もいます。先日、

社会人２年目が終わろうとしている息子から電話がありました。会社で人事異動の

内示があったらしく、「苦手でウマが合わない人もいたけど、別れとなるとさびし

いね。縁あって一緒に仕事をしたんだし、何かしら自分を成長させてくれたんだと

思う。感謝の気持ちを伝えようと思っている。」と言っていました。 

 確かにそうです。縁あって同級生や同じクラスの仲間、担任の先生とめぐり逢え

たのです。そこには、何かしらの意味があるのだと思います。３月は別れ、４月は

出会いの季節。この節目も、人間を成長させてくれると思います。 

 さて、６年生の保護者の皆様、これまでの子育てお疲れ様でした。そして、これ

からも続く子育て（親業）にエールを送ります。 

 

最後とは知らぬ最後が過ぎてゆく その連続と思う子育て （俵万智） 
 

 今年度一年間、校長の「独り言」に付き合っていただき、ありがとうございまし

た。子どもさんの中学校でのご活躍、心からお祈りいたします。 

一
年
間
大
変
お
せ
わ
に
な
り

ま
し
た
！ 

春
休
み
も
安
全
な
く
ら
し
を 


